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Ｕ・Ｉターンの先輩から Ｕ・Ｉターンをサポートしています

県政テレビ番組「こちら県庁広報２課」（民放４局）でも今回の特集を８月に放送します。ぜひご覧ください。
県の地域づくり推進課　☎095-895-2241問合せ 検索ながさき移住

な海や自然に囲まれて漁業に携わるほうが自分
に合っている」と約９年間勤務した会社を辞め、
対馬へ移り住んだ後は、定置網漁などのノウハ
ウを学びました。現在は、水産会社の代表として
県外からの漁業従事者を積極的に採用したり、
漁協青壮年部のリーダーとして魚のさばき方教
室や漁業体験イベントを行うなど充実した毎日
を送っています。
　休日に海や森で子どもと遊ぶのも楽しみの一
つ。「対馬は自然豊かで暮らしやすい。今後は、対馬
の水産業を盛り上げて雇用を生み出し、島の活性
化に貢献したいですね」と力強く語ってくれました。

　東京都出身で、電気設備関係のエンジニアと
して働いていた久保さん。移住のきっかけは、趣
味の釣り関係の雑誌に漁師になりたい人向けの
就労支援フェアの開催記事が載っているのを見
つけたことでした。早速参加したところ、後継者
を探すためにフェアに来ていた対馬の水産会社
代表者と出会い、移住を現実的に考えるように
なりました。
　「東京でサラリーマンを続けるよりも、大好き

久保幹太 ご家族
（対馬市在住１１年）

さん
ぼ かんく た

　ながさき移住サポートセンターで転職につい
て相談したところ、専門の相談員から企業との
マッチングなどのサポートを受け、夫婦ともに希
望にかなう企業に就職できました。「長崎県で暮
らすのは初めてですが、人が温かく、自然も豊か
で住みやすいと感じています」と水谷さん。「諫
早での生活が少
しずつ落ち着い
てきたので、こ
れから県内各地
の観光名所など
を巡ってみたい
です」。夫婦２人
の新しい生活に
期待が膨らんで
います。

　大学卒業後、地元・三重県内の製造会社に勤
めていた水谷さん。昨年10月の結婚を機に、根を
下ろして暮らす場所について考えるようになりま
した。その候補として挙がったのが長崎県。「妻
の実家があり、支えになってくれる親戚も多い長
崎県内で子育てができれば安心した生活が送れ
ると思って、移住に向けて動き出したんです」

水谷公紀 ご夫妻

（諫早市在住6カ月）
さん

たに こうみず き

空き家を活用してU・Iターン者の住まいを充実「空き家バンク」

　空き家の所有者とＵ・Ｉターン希望者の
マッチングを行う「空き家バンク」が、県内17
市町で運営されています。
　また、県でも市町と連携し「空き家バン
ク」の情報発信、空き家の所有者やＵ・Ｉター
ン者が行う改修費用の補助など、Ｕ・Ｉター
ン者の住まいの充実に取り組んでいます。
　Ｕ・Ｉターン者が空き家に入居することに
より、防犯面も含め空き家の適切な維持管
理ができるだけでなく、地域の活性化にもつ

ながります。空き家を有効に活用したいとお考えの方は、お住まいの市町にお問い合わせのうえ、
「空き家バンク」への登録をお願いします。

「キャンピングカーによるラクラク移住先探し」と「お試し住宅」

U・Iターンをご検討の方や空き家を所有している方は、ながさき移住サポートセンターや市町にご相談の上、
ぜひご利用ください。

　県では、Ｕ・Ｉターン希望者が県内各地をまわって
自分に合った移住先を探すことができるよう、キャン
ピングカーの貸出を行っています。（1日3,000円～
8,000円）
　取組を始めた平成27年度から28年度末までの2年
間で36組が利用し、そのうち7組17名がＵ・Ｉターンし
ました。
　また、県内9市町では、移住先を決める前に一定期
間滞在し、移住体験ができる「お試し住宅」の貸出を
行っています。
　Ｕ・Ｉターンをお考えの方は、ぜひご活用ください。

　会員登録すると、移住相談会など本県へのＵ・Ｉターンに
関する最新情報を入手できるほか、さまざまな特典サービ
スを受けることができます。
　長崎県へのＵ・Ｉターンに興味のある方は、ぜひ入会をお
願いします。
　登録数667組、1,383人（H29.6.30現在）

「ながさき移住倶楽部」会員募集中！ 登録無料！

●宿泊施設での
　割引サービス  など

●レンタカーの割引
●引越料金の割引主な特典

サービス
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